
「新潟県中越沖地震と柏崎刈羽原子力発電所の建物・構築物」

開催主旨

日時：２００９年７月２８日（13:30 ～ 17:30）　　
会場：日本学術会議講堂　　   
後援：文部科学省 (予定 )、土木学会、日本建築学会、日本地震工学会

主旨説明　　　　　　　　　　和田　章 ( 日本学術会議連携会員 )

中越沖地震の概要　　　　　　増子　宏 ( 文部科学省 )

発電所内の被害状況　　　　　土方勝一郎 ( 東京電力 )

原子炉建屋の地震時挙動　　　福和伸夫 ( 日本学術会議連携会員 )

原子炉建屋の耐震設計と健全性検討　   井上範夫 ( 東北大学教授 )

土木構造物の耐震設計と健全性検討　   百瀬和夫 ( 東京電力 )

耐震設計の課題と今後の展望　西川孝夫 ( 日本学術会議連携会員 )

パネルディスカッション　　　濱田政則 ( 日本学術会議第三部会員 )
　　　　　　　　　　　　　　島崎邦彦 ( 日本学術会議連携会員 )
　　　　　　　　　　　　　　＋ 以上の７発表者

まとめ 　　　　　　　　  　　鈴木篤之 ( 日本学術会議第三部会員 ) 

プログラム

13:30～ 13:40

13:40～ 13:55

13:55～ 14:10

14:10～ 14:50

14:50～ 15:20

15:20～ 15:50

15:50～ 16:20

16:30～ 17:15

17:15～ 17:30

参加費：無料
定　員：３００名
申　込：  ①  Ｗｅｂ（申込フォーム）、ファクシミリ又は葉書にて、講演会名、氏名 ( ふりがな）
　　　　及び連絡先 ( 電子メールアドレス、ファクシミリ番号又は電話番号）をご記入の上、
　　　　下記担当宛てお申し込み下さい。
　　　　②  定員に達し次第、締切とします。締切以降の申込者にのみ、その旨ご連絡します。
　　　　③  定員に達しない場合は、当日受付を行います。

【申込・問合せ先】
日本学術会議事務局企画課公開講演会担当
　　　（〒106-8555 東京都港区六本木 7-22-34）
電　話 : 03-3403-6295
ファクシミリ : 03-3403-6224

URL：https://form.cao.go.jp/scj/opinion-0003.html　

日本学術会議主催公開講演会

至　国立競技場

青山一丁目

六本木トンネル

日本学術会議

地下鉄千代田線 乃木坂駅
青山斎場

霞が関明治神宮

渋谷

溜池

中越沖地震では、柏崎刈羽原子力発

電所の解放基盤位置の地中記録で

１Ｇ近い最大加速度の地震動が観測

された。このような大きな地震動に

原子力発電施設が襲われたことは過

去に例がないが、地震後に行なった

現地調査では、原子炉建屋等の重要

構造物は無被害か軽微な被害であっ

たことが報告されている。

本講演会は、「中越沖地震ではどの

ような地震動が建物や構造物に作用

し、その結果どのような応答が生じ、

被害はどうであったのか」を解明

することを目的に開催するもので

あり、観測記録の分析と解析的検討

を組み合わせ、学術的な観点から

地震動と原子力の建物や構造物の

被害との関係を発表し議論する。

情報公開が望まれる今の社会におい

て、このように公開講演会のかたち

で発表・議論が行なわれることは、

原子力発電施設の耐震安全性や今後

の課題に関し社会的なコンセンサス

を得る上で極めて重要であり、今後

欧米や中国で数多くの原子力発電所

の新設計画が予定されている情勢を

鑑みると、将来の原子力の安全性を

世界的に確保する上からも非常に

有意義である。


